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県立高等学校における前期選抜合格者受検番号の掲示ミスについて

このことについて、前期選抜合格者受検番号を県立高等学校において掲示する際、下記

のとおり、本来掲示すべき合格者受検番号一覧ではなく、事前に作成していたテスト用の

合格者受検番号一覧を誤って掲示する事案が発生しました。

関係者の皆様には、多大な御迷惑をお掛けし、心よりお詫び申し上げます。また、今後、

このようなことがないよう管理を徹底し、再発防止に万全を期してまいります。

記

１ 概要

県立板倉高等学校において、前期選抜の合格者受検番号を学校にて掲示した際、本来

掲示すべき合格者受検番号一覧ではなく、事前に作成していたテスト用の合格者受検番

号一覧を誤って掲示してしまった。なお、同日にＷｅｂにて公表している合格者受検番

号一覧には誤りがなかった。

（１）発生日時（誤った受検番号一覧を掲示していた時間）

令和４年２月１７日（木）１０時００分～１０時４５分

（２）発生場所

県立板倉高等学校

２ 端緒及び関係者への対応

（１）令和４年２月１７日（木）１０時００分、合格者受検番号一覧の掲示に当たり、テ

スト用の合格者受検番号一覧であることに気付かないまま、学校にて掲示した。

（２）学校の掲示を見た保護者より、Ｗｅｂで公表されている内容と相違があるとの指摘

があり、誤りが発覚した。学校は、直ちに掲示物の差替えを行った。

（３）学校は、直接相談があった保護者に対して、個別に事情を説明するとともに謝罪し

た。あわせて、受検者があった全ての中学校に対し、掲示の誤りについて連絡すると

ともに、生徒・保護者への対応を依頼した。

３ 再発防止について

（１）掲示物等、外部に公表する資料については、複数の職員による複数回の確認を徹底

する。

（２）全ての県立学校長に対して、同様の事案が二度と発生しないよう、複数の職員によ

る点検・確認の徹底について改めて周知する。


